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本紙は女性の視点、で平和と平等を推進します

史上最大の集まりに向けて南から北から・・・

第 4回世界女性会議 (北京)に向けて、世界の女性たちの運動は高ま って

いる。NGOフ ォーラムは史上最大の集まりになる乙とが予想されるが、行

動綱領の意見の不一致など、問題は多い。よりよい会議へ盛りあげようと努

力をつづけている世界の女性の動きを特集した。(掲載の情報は、 Women

on the Move，Newsletter ICP，Ccntral America Women's Comittes，voice of 
W omen for Peace 1交たちの21世紀」第 3号等から)

力
ナ
ダ
・
ボ
イ
ス
・
オ
ブ
・

ウ
ー
マ
ン
な

y
F主
張

三
月
末
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
第
四
回
世
界
女
性
会
議
最
終
準

備
会
議
で
H

平
和
μ

の
問
題
に
つ
い
て
、

各
国
政
府
代
表
の
認
識
の
文
言
が
削
除

さ
れ
、
地
雷
の
禁
止
、
武
器
貿
易
の
廃

止
に
関
す
る
表
現
は
弱
め
ろ
れ
た
。
平

和
が
議
論
さ
れ
た
場
合
も
狭
い
範
囲

で
、
軍
縮
や
軍
事
経
済
か
ら
の
転
換
に

つ
い
て
は
議
論
に
上
ら
な
か
っ
た
。
カ

ナ
ダ
の

N
G
O、
ボ
イ
ス

・
オ
ブ

・

ウ
ー
マ
ン
ほ
か
多
く
の
N
G
Oは
女
性

と
平
和
の
関
係
を
重
視
、
準
備
会
議
の

結
論
を
批
判
し
て
い
る
。

「
世
界
の
女
性
が
必
要
と
し
て
い
る

も
の
す
べ
て
|
|
安
全
で
き
れ
い
な

水
、
食
料
、
医
療
、
識
字
教
宵
な
ど

ー
ー
が
、
た
っ
た
千
八
百
九
十
五
億
ド
ル

N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
三
十
一
の

テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
、

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
友
情
テ
ン
ト
」
と
し

て
使
わ
れ
る
。
こ
れ
を
大
い
に
利
用
し

よ
う
と
い
う
と
と
が
、
バ
ン
コ
ク
の
N

G
Oワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会
議
で

申
し
合
わ
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
の
要
求
十
項
目

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作

り
、
大
い
に
そ
の
ρ
声
N

を
マ
ス
コ
ミ

や
ミ
ニ
コ
ミ
に
出
す
な
ど
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
十
日
間
、
各
圏
が
交
代
で
接
待
を

受
け
持
つ
が
、
日
本
は
韓
国
と
共
に
九

月
二
日
が
担
当
。
沖
縄
や
ア
イ
ヌ
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
積
極
的
な
申
し
出
が
あ

り
、
日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の
乙

と
も
世
界
に
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り

そ
う
。日

本
か
ら
の
参
加
者
も
こ
の
日
は
ぜ

ひ
テ
ン
ト
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

ア
日
￥
J

太
平
洋
地
域
の
四

十
四
N
G
Oが
声
明
発
表

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
行
動

な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
女
性
グ

ル
ー
プ
四
十
四
団
体
は
、
グ
北
京
会
議

案
ヱ
か
す
た
め
の
十
項
目
u

の
声
明
を

発
表
し
た
。
十
項
目
の
内
容
は
①
第
三

世
界
の
黄
因
の
塑
零
強
化
し
て
い
る

の
は
I
M
F、
世
銀
、

w
T
Oな
ど
の

国
際
金
融
、
通
商
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
②

女
性
に
対
す
る
す
べ
て
の
暴
力
の
廃
絶

命
開
発
と
い
う
名
の
環
境
破
壊
に
よ
っ

て
強
制
移
住
、
自
然
災
害
、
文
化
破
壊

等
が
も
た
ら
さ
れ
た
④
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ア
・
ラ
イ
ツ
は
人
口
計
画
の
基
本

を
な
す
⑤
宗
教
上
の
原
理
主
義
、
民

族
・
文
化

・
集
団
閣
の
紛
争
は
差
別
を

も
た
ら
し
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
助
長

す
る
⑥
民
族
の
自
決
権
、
先
住
民
の
土

地
に
対
す
る
権
利
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き

⑦
各
国
政
府
は
女
性
の
人
身
売
買
を
な

く
す
た
め
の
方
策
を
講
ず
べ
き
⑤
軍
国

主
義
、
軍
備
の
拡
張
は
人
権
侵
害
の
元

、.

凶
命
戦
争
時
の
レ
イ
プ
、
軍
に
よ
る
性

的
奴
隷
創
は
、
罪
主
犯
し
た
国
に
よ
り
、

個
人
的
に
補
償
さ
れ
る
べ
き
⑮
平
和
と

軍
縮
は
、
北
京
女
性
会
議
の
主
要
な
議

題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
守
か
ら
北
京
へ

列
車
の
中
で
セ
ミ
ナ
」
も

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
「
平
和
と
自
由
を
め

ざ
す
女
性
国
際
連
盟
」
は
、
平
和
の
列

車
房
任
立
て
て
、
北
京
ま
で
走
ち
せ
よ

、
マ
と
し
て
い
る
。
へ
ル
シ
ン
キ
か
ち
二

十
二
日
間
の
旅
で
北
京
到
着
。
世
界
各

地
の
女
性
た
ち
が
少
な
く
と
も
二
百
人

参
加
す
る
予
定
。

列
車
の
中
で
、
平
和
を
阻
む
も
の
と

立
科
両
か
っ
た
め
皇
恵
見
を
交
換
し
、

行
動
、
方
法
を
考
え
る
。
ま
た
車
中
で

平
和
、
公
正
、
平
等
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
等
も
聞
く
。

中
南
米
先
住
民
代
表
同
人

が
モ
ン
ゲ
ラ
完
と
会
談

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
地
域
の

準
備
会
議
開
催
中
、
先
住
民
女
性
の
代

表
十
五
人
が
、
北
京
女
性
会
議
事
務
総

長
ガ
l
ト
ル
l
ド
・
モ
ン
ゲ
ラ
さ
ん
と

会
談
し
た
。

中
、
南
米
各
国
に
住
む
ア
イ
マ
ラ
、

イ
ロ
コ
イ
、
マ
プ
チ
そ

ケ
チ
ュ
ア、

ワ
イ
ウ
ー
な
ど
の
先
住
民
女
性
た
ち
。

厳
し
い
生
活
条
件
と
貧
困
に
つ
い
て
訴

え
「
各
国
の
開
発
計
画
策
定
の
す
べ
て

の
レ
ベ
ル
に
先
住
民
主
茄
さ
せ
る
こ

と
、
先
住
民
組
織
が
程
的
に
承
認
し
、

そ
の
生
活
、
文
化
枠
尊
重
す
る
、
福
祉

政
策
の
実
施
、
土
地
に
対
す
る
権
利
の

承
認
な
ど
具
体
事
乞
提
案
し
て
い
る
。

ケ
チ
ュ
ア
の
代
表
は
、
「
北
京
で
先
住

民
に
関
す
る
議
題
が
守
ひ
取
の
£
げ
て

ほ
し
い
O

H

国
連
先
住
民
の
十
年
μ

を

単
な
る
趣
味
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

ウ
ー
マ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ン
行
動
計
画

こ
と
し
三
月
八
日
の
国
際
女
性
デ
ー

を
期
し
て
始
ま
っ
た
。
北
京
会
議
ま
で

の
百
八
十
日
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

し
て
女
性
の
間
嬰
佐
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
い
う
も
の
。
世
界
の
百
二
十
以
よ
の

女
性
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。
最
初
の

行
動
は
、
社
会
開
発
サ
ミ
ン
ト
の
N
G

O
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
女
性
百
人
に
よ
る

四
日
聞
の
ハ
ン
ス
ト
。
飢
餓
に
あ
る
世

界
の
十
億
人
に
対
し
各
国
政
府
は
サ

ミ
ッ
ト
で
の
合
意
事
項
の
実
施
を
急
げ

と
迫
っ
た
。
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
活

動
を
紹
介
す
る
と
l
io

国
際
ゲ
イ
・
レ
ス
ビ
ア
ン
人
権
委
員

会
は
、
女
性
会
議
の
議
題
に
H

セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ

ρ

和
盛
り
こ
む
。
署
名
を
国

連
女
性
の
地
位
委
に
提
出
。

三
月
二
十
九
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

阪
神
・
淡
路
大

贋
災
か
ら
半
年
と

い
う
こ
と
で
、
オ

ウ
ム

一
辺
倒
だ
っ

た
マ
ス
コ
ミ
も
、

久
方
ぶ
り
に
大
き

な
特
員
が
目
立
つ

V
兵
庫
県
立
女
性

セ
ン
タ
ー
が
さ
き
ご
ろ
発
行
し

た
「
男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

提
言
」
と
い
う
小
冊
子
に
「
震

災
が
顕
在
化
さ
せ
た
女
性
問

題
、
男
性
問
題
」
と
い
う
一
文

が
あ
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
V

意
外
に
見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
犠
牲
者
は
男
二
千
百
九
十
二

人
に
対
し
、
女
三
千
二
百
七
十

八
人
と
女
性
が
平
人
以
上
も
多

い
。
こ
と
に
六
十
代
以
上
に
な

る
と
女
性
の
率
が
、
多
く
な
り

七
十
代
、
八
+
代
は
男
性
の
倍

だ
V
女
性
の
ほ
う
が
長
生
き
と

い
う
こ
と
も
あ
る
〔
話
、
古
い

木
造
集
合
住
宅
の
居
住
者
が
多

く
、
そ
の
倒
騒
に
伴
っ
た
死
者

が
目
立
つ
と
い
う
。
高
齢
女
性

た
ち
の
置
か
れ
た
住
居
と
生
活

の
状
態
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

一る
V
生
き
残
っ
た
人
も
大
変

一だ
。
高
齢
女
性
た
判
示
、
新
し

中
華
婦
女
達
が
懐
柔
県
の
一
い
す
み
か
を
求
め
て
も
、
貸
し

会
岨
却
設
備
に
つ
い
て
表
明
一
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
。
と
り

五
月
に
、
中
華
婦
女
連
盟
は
、
第
三
あ
-
尽
す
、
王
と
も
包
家
に
住
ま

世
界
の
代
表
枠
元
京
に
迎
え
入
れ
た
。
一
わ
せ
て
も
ら
っ
て
も
、
同
居
が

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ノ
リ
ピ
ン
、
ガ
l
ナ
、
一
長
引
く
と
問
題
急
増
。
「嫁」

ニ
カ
ラ
グ
ア
な
ど
で
の
団
体
で
、
サ
l
一
か
ら
の
悲
鳴
も
多
い
と
い
う
V

ド
・
ワ
ー
ル
ド
ネ
γ
ト
ワ
l
ク
、
ガ
ブ
一
労
働
の
場
で
も
、
女
性
の
大
量

ソ
エ
ラ
、
先
住
民
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
一
の
解
雇
が
見
ち
れ
た
。
パ
l
ト

ペ
ナ
ン
消
費
者
望
E

な
ど
が
参
加
。
代
一
の
女
性
が
真
っ
先
に
ク
ビ
を
切

表
団
が
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
懐
柔
一

ち
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

県
の
受
遇
、
宿
泊
設
備
等
に
つ
い
て
懸
一
た
が
、
正
規
社
員
の
女
性
も
、

念
を
表
明
し
た
の
に
対
し
、
中
国
側
は
、
一
出
動
率
が
悪
い
・
:
と
解
雇
さ
れ

会
場
設
備
に
つ
い
て
は
二
十
四
時
間
操
一
た
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

業
で
工
事
を
続
け
、
保
育
施
設
や
衛
生
一
文
章
は
、
女
た
ち
が
「
夫
白
山

設
備
、
ダ
イ
ア
ル
国
際
電
話
等
も
整
備
一
勤
し
た
後
、
水
扱
み
、
子
ど
も

し
た
。
ま
た
、
中
国
政
府
は
参
加
団
体
一
や
高
齢
者
の
世
話
、
片
付
け
を

を
ふ
る
い
に
か
貯
る
権
隈
も
な
く
、
参
一
一
手
に
背
負
っ
た
」
こ
と
を
指

加
団
体
や
個
人
が
横
関
、
排
除
す
る
意
一
摘
し
て
い
る
。
交
通
が
寸
断
さ

思
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
代
表
団
一
れ
、
出
勤
時
聞
か
喧
え
た
こ
と

は
憧
柔
県
を
視
察
、

N
G
Oフ
ォ
l
ラ
一
も
女
性
に
と
っ
て
は
辛
か
っ
た

ム
会
場
と
し
て
適
当
と
認
め
た
。
障
害
一

V
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場

者
の
た
め
の
施
読
が
不
十
分
だ
が
、
中
一

合
、
女
性
に
よ
り
し
わ
寄
せ
が

国
側
は
あ
ち
ゆ
る
努
力
を
約
束
し
た
。

一
く
る
こ
と
を
、
改
め
て
思
っ
た
。

代
表
団
は
、
バ
チ
カ
ン
や
原
理
主
義
者
一
こ
の
ρ
豊
か
H

と
言
わ
れ
る
国

か
ら
の
圧
力
の
中
で、
H

カ
ッ
コ
っ
き
H

一
で
い
ま
だ
に
不
自
由
な
避
難
所

の
多
い
行
動
綱
領
を
よ
り
よ
い
も
の

一
生
活
を
し
て
い
る
人
が

一
万
七

に
、
と
い
う
問
題
の
方
支
嘉
問
題
よ
主
人
も
い
る
乙
と
長
忘
れ
で
は

り
童
大
だ
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
。

一
い
け
な
い
。

世
界
の
塑
直
調
整
政
策
に
抗
議
、
女
性

た
ち
は
黒
い
服
が
着
、
世
銀
、

I
M
F

に
公
開
質
問
状
を
出
し
た
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
農
村
喜
慶
至

ア
フ
リ
カ
農
村
女
性
連
盟
は
、
貧
困
撲

滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
。
環
境
団
体

「
第
三
世
界
環
境
・
開
発
」
セ
ネ
ガ
ル

支
部
と
「
イ
ス
ラ
ム
法
で
生
き
る
女
性
」

は
共
催
で
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る

健
康
、
文
化
、
宗
教
に
つ
い
て
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
霊
行
う
。
南
ア
で
は
農
村
女

性
の
闘
い
が
描
く
キ
ル
ト
を
作
成
中
。

ス
イ
ス
の
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
ル

ド
・
サ
ミ
ッ
ト
基
金
は
、
途
上
国
の
創

造
的
活
動
を
し
て
い
る
女
性
に
、

一
人

当
た
り
五
円
む
ド
ヘ

二
十
人
台
の
表
彰

を
予
定
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
団
体
「
ケ
マ
ラ
」

は
N

女
性
よ
、
と
も
に
世
界
が
織
る
つ
H

と
、
長
さ

一キロ
に
及
ぶ
巨
大
な
パ
ナ
l

(旗
)
を
作
っ
た
。
女
性
た
ち
が
織
っ

た
布
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
。
こ
れ

が
つ
く
ら
れ
る
過
程
で
、
世
界
女
性
会

識
が
広
く
知
ろ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

女
た
ち
は
ま
だ
織
り
つ
づ
け
て
い
る
。

日
本
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ザ
、
リ
ボ
ン
」

も
こ
れ
に
参
加
し
、
女
性
の
思
い
を
つ

な
げ
よ
う
と
よ
び
か
け
中
。
連
絡
倉

田・

3
6
U
4
・
9
4
3
0
(北
畠
)
。

写
真
は
、
北
京
世
界
女
墜
議
に
ア
ジ
ア
の
声
を
伝

え
よ
う
と
開
か
れ
た
、
「
第

一
回

東

ア

ジ

ア

女

性

て

三

彰

弘

山
W

♂お
議

フオ
l
ラ
ム
」
(於
か
な
が
わ
女
…
性
住
セ
、
ン
/
タ
|
)
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滋
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主
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=
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=
=
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三
=
=
=
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三
三
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チ
の
背
も
た
れ
を
と
っ
た
よ
う
な
細
長
い
等
身
大
の
し
て
あ
げ
る
と
踊
さ
れ
、
デ
リ
ー
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
サ

(約
七
十
五
円
)
残
り
の
七
十
必
円
が
彼
女
の
収
川
守
|
」

ベ
グ
ド
が
一
つ
罪
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
売
春
婦
こ
乙
に
売
ら
れ
ま
し
た
。
村
に
帰
り
た
い
と
い
つ
も
入
で
あ
る
。

出
一す
一

た
ち
は
外
の
部
屋
で
客
を
待
っ
て
い
て
、
客
が
あ
れ
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
こ
こ
の
人
た
ち
が
外
に
出
る

二
十
五
歳
は
過
ぎ
て
い
る
と
い
易
実
際
の
年
齢
川
=
で
一

ば
乙
の
小
さ
な
重
量
を
導
い
て
、
木
の
ド
ア
を
こ
と
を
許
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
だ

か

ら

私

護

憲

ら

な

い

チ

fミ
ン
グ
な
グ
テ
ィ
は
、
五
、

六

些
聞
一

中
か
ら
閉
め
る
。
客
室
付
つ
て
い
る
売
春
婦
や
仕
事
い
て
い
る
ん
で
す
。自
由
が
ま
っ
た
く
な
い
ん
で
す
。

人
売
春
婦
が
い
る
一
つ
の
部
屋
の
中
で

一番
若
く
見
出
一新
一

を
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
売
春
婦
、
マ
ダ
ム
に
話
を
間
稼
ぐ
金
は
み
ん
な
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。一

日

え

売

れ

っ
子
で
あ
る
。
木
の
ド
ア
の
後
ろ
の
部
屋
に
川
=
ず
匂
一

い
て
み
た
。
G
・
B
-
ロ
l
ド
の
売
春
婦
た
ち
の
年

の
客
は
三
、
四
人
く
ら
い
で
す
が
、
私
の
手
に
何
も
客
と
し
ば
ら
く
消
え
て
か
ら
汗
を
ふ
き
ふ
き
出
て
き
川
二
/
¥
一

世

三
十
歳
前
後
と
比
較
的
高
か
っ
た
。
住

の

一

陰

で

残

ろ

な

ど

て

話

を

し

て

く

れ

た

。
い
つ
も
は
だ
い
た
い
こ
十
五
些
つ
一

マ
ダ
ム
の
い
な
い
の
を
見
計
ら
っ
て
売
春
婦
の
一
人
マ
ラ
の
ょ
っ
に
売
ら
れ
て
き
た
響
、
収
入
を
手
ル
ピ
ー
だ
が
、
華
客
室
五
十
ル
ピ
1
(約
五
川
一
一
に
一

マ
ラ
は
次
の
よ
う
に
世
話
し
た
。

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
が
、
自
分
か
ら
と
百
円
)
も
ら
っ
た
と
い
っ
た
。
彼
女
の
手
取
り
は
半
川
=
も
一

分
だ
そ
う
だ
。残
り
の
半
分
が
マ
ダ
ム
に
渡
さ
れ
る
。

川
=
と
一

夫
が
死
亡
し
、
母
親
も
死
亡
、
父
親
は
養
父
で
、
と
盟
主

の
道
に
入
っ
て
九
年
以
上
。
子
供
を
三
人
生
ん
だ
が
川
二
は
同
一

一人
察
在
、
村
に
残
し
て
い
る
二
人
の
息
言
、
川
二
読
一

学
校
に
通
っ
て
い
る
十
四
歳
の
妹
の
将
来
の
結
婚
の
川
二
は
一

た
め
ダ
ウ
リ
1
(花
婿
へ
の
贈
与
財
)
を
た
め
る
た
山
一
一
戸
づ一

め
に
働
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
目
下
妊
短
中
で
旦
一
J
J

一

あ
っ
た
。
好
き
な
も
の
は
男
か
ら
得一
る
金
だ
け
で
、
川
ニ
ド
一

幸
せ
を
感
じ
な
い
の
で
一一
、
三
年
で
こ
の
仕
事
を
や
川
ニ

ニ
.
一

め
て
、
で
き
れ
ば
他
の
仕
事
に
変
わ
り
た
い
、
と
話
川
二
中
b
一

し
て
い
た
。
そ
の
後
行
っ
た
時
に
は
グ
テ
ィ
l
の
獲
川
一一一刊州一

は
も
う
な
か
っ
た
。
マ
ラ
や
ミ
l
ナ
の
姿
は
い
つ
も
川
一一下
J

一

あ
っ
た
0

2

「
|

L

で
達
成
さ
れ
る
。
こ
の
額
は
世
界
の
年

閣
総
軍
事
予
算
の
二
五
必
に
す
ぎ
な

アド

4J太
平
洋
地
域
・
N

G
Oグ
ル
ー
プ
最
愛
護

ア
ジ
ア
太
平
洋
N
G
Oワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
最
後
笠
宮
識
が
、
六
月
十

二
日
か
ら
十
四
日
、
バ
ン
コ
ク
で
聞
か

れ
た
。
冒
頭
、
会
場
が
懐
案
県
に
最
後

決
定
し
た
乙
と
が
報
告
さ
れ
、
中
華
婦

女
連

・
王
育
英
・
国
際
連
絡
部
長
に
、

質
問
が
殺
到
し
た
。

今
回
の
行
動
綱
領
草
案
は
、
保
守
派

の
国
々
か
ら
の
異
論
で
、
意
見
不
一
致

を
あ
ち
わ
す
カ
y

コ
が
数
百
も
つ
い
て

い
る
が
、

N
G
Oと
し
て
少
し
で
も
女

性
に
有
利
な
綱
領
に
な
る
よ
う
、
各
国

政
府
代
表
を
つ
き
あ
げ
よ
う
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
女
性
た
ち
が
緊
密
に
連
携
し

あ
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

9
月
2
日
は
日
、
韓
が
担
当

大
い
円
盗
り
あ
げ
ぷ
う
f

インド=⑮鳥居千代香

イ
ン
ド
の
首
都
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
中
心
地
か
ら
遠

く
な
い
0
・
B
・
ロ
ー
ド
。
機
械
や
金
物
類
、
築
展

な
ど
の
商
信
が
道
路
の
両
側
に
並
ん
で
い
て
イ
ン
ド

中
か
ら
商
人
が
こ
の
街
に
や
っ
て
来
る
。

乙
こ
は
イ
ン
ド
北
部
の
売
春
地
南
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
。
小
さ
な
庖
が
密
集
し
て
並
ん
で
い
る
建
物

の
一
階
が
商
后
衝
で
あ
り
、

一一
階
、
三
階
が
売
春
宿

と
な
っ
て
い
る
。
暗
い
迷
路
の
よ
う
に
な
っ
た
狭
く

て
急
な
階
段
を
よ
っ
て
い
く
と
突
然
蝉
の
興
の
よ
う

な
た
く
さ
ん
の
部
屡
が
あ
る
。
六
畳
く
ち
い
の
と
こ

ろ
に
五
、

六
人
、
十
m
E
く
ら
い
の
部
屋
に
な
る
と
十

1
二
十
人
の
売
春
婦
が
い
て
、
一
つ
の
部
屋
に
彼
女

た
ち
を
管
理
し
て
い
る
マ
ダ
ム
が
い
る
。
部
屋
の
闘

に
一
人
の
大
人
が
績
に
な
っ
て
ち
ょ
う
ど
く
ら
い
の

広
さ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
屋
が
あ
る
。
中
に
ベ
ン

客
は

ドの売春婦たち

日
三
j
四
人
、
私
の
手
に
お
金
は
残
ら
な
い

好きなものは男から得る

金だけと話すグティー

(1患影筆者)

「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
名
前
を
マ
ラ
と
い
い
ま
す
。

も
う
十
二
、
三
年
乙
乙
に
い
ま
す
。
年
齢
は
三
十
五

歳
て
す
。
故
郷
に
帰
り
た
い
の
で
す
が
、
こ
こ
の
人

た
ち
が
出
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
囚
人
み

た
い
に
と
こ
に
閉
じ
こ
め
ろ
れ
て
い
ま
す
。
夫
が
私

を
離
婚
し
ま
し
た
。
村
に
は
父
、
兄
弟
、
姉
妹
が
い

ま
す
。
母
は
亡
く
な
り
一
人
娘
も
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
村
に
は

一人
息
子
が
い
ま
す
。
あ
る
男
に
ネ
ッ

ク
レ
ス
や
金
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
車
が
Z

め
げ
る
、
結
婚

の
世
界
に
入
っ
た
女
性
の
場
合
は
僅
か
な
が
ら
収
入

が
手
に
残
る
。
そ
の
点
を
三
十
歳
の
ミ
l
ナ
に
聞
い

て
み
た
。
彼
女
は
一日
三
人
か
ら
四
人
の
客
を
相
手

に
し
、
一
人
の
客
の
値
段
は
当
時
で
二
十
五
ル
ピ
l

(約
二
百
五
十
円
)
が
相
場
で
あ
っ
た
。
安
い
場
合

は
ニ
ル
ピ
1
(約
二
十
円
)
で
仕
患
を
す
る
乙
と
も

あ
る
。
客
か
ら
二
十
五
ル
ピ
ー
を
も
ら
う
と
、
ぽ
ん

引
き
に
五
ル
ピ
1
、
家
賃
と
し
て
マ
ダ
ム
に
五
ル

ピ
!
、
響
祭
に
ワ
イ
ロ
と
し
て
七
ル
ピ
l
五
十
パ
イ

G ・B.ロー

圃
「
慰
安
婦
」
民
閉
幕
歪
の

理
事
長
に
原
参
院
議
長

「
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平

和
友
好
基
金
」
の
初
代
理
事
長

に
原
文
宍
衛
参
院
議
長
が
就
任

す
る
乙
と
が
内
定
し
た
。
原
議

長
屋
寸
期
で
参
院
議
員
を
引
退

す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
、
議

員
の
任
期
切
れ
を
待
っ
て
正
式

に
就
任
す
る
。

圃
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
l
-

チ
ー
さ
ん
解
放
さ
れ
る

ビ
ル
マ
(
ミ
ャ
ン
マ
ー
)
の

民
主
化
運
動
指
導
者
、
ス
l
・

チ
ー
さ
ん
を
十
日
、
軍
事
政
権

は
自
宅
拘
禁
か
ら
解
放
し
た
。

民
主
主
義
の
実
現
に
対
し
、
対

話
に
よ
る
ビ
ル
マ
型
民
土
芸
家
四

の
実
現
房
圭
彊
。

圏
核
実
験
で
フ
ラ
ン
ス
産
品

の
五
頁
運
動
高
ま
る

フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
抗
議

し
、
各
国
の
草
の
根
か
ら
の
不

買
運
動
が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
国
の
代
表
輸
出
品
の
ワ
イ

ン
を
ス
ー
パ
ー
が
取
り
扱
わ
な

い
、
市
民
も
買
わ
な
い
な
ど
を

始
め
、
チ
ー
ズ
、
果
物
、
野
菜

も
不
買
運
動
の
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。

「
令
菌
婦
人
記
聞
」
は

「
女
性
ニ
ュ
ー
ズ
」
に
改

題
し
手
レ
れ
』
。
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ゅ
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
。
の
高
木
敏
子
が
、
戦
後
日
年
を
迎
え

鮎
蜘

る
今
、
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
N

一期
開

高

木

敏

子

・

ぷ

ん

狩

野

ふ

き

と

こ

え

柱

戦
争
が
激
し
く
な
り
妹
附
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け
ん

g
笠

ち
ゃ
ん
c

ト
シ
先
生
も

一
緒
で
す
c

け
れ
ど
も
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気
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グ
「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
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最
新
刊
グ

ズ
ッ
コ

ま
ん
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人
聞
の
歴
史

固
人
類
誕
生

圃
氷
河
期
の
勝
利
者
た
ち
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文
明
の
あ
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ぼ
の
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那

須

正

幹

前
川
か
ず
お
原
画

お
な
じ
み
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一
人
組
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刊
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大

発
明
に
挑
戦
HH

ズ
ッ

コ
ケ
第

引
州
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定
価
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円
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税
込
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原
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切
り
ま
で
に
全
部
返
事
が
来

女

性

の

投

票

行

動

ア

ン

ケ

ー

ト

「

支

持

政

関
心
の
強
い
間
車
①
高
齢

た

。

選

挙

中

と

い

う

こ

台

あ

あ

社

会

②

地

球

環

境

③

教

育

り
、
ど

完

全

基
本
理
念
は

党

ナ

シ

L
百

%

、

関

心

は

「

高

齢

社

会

問

題

」

。

僅
め
て
近
一
い
」
と
持
宅
内
げ
て
「
政
策
を
提
言
す
る
女
性
の
学
歴
女
性
に
偏
っ
た
と
い
う
主
口
わ
せ
る
と
、
実
に
八

一物
政
治
家
に
謹
む
も
の
と
い
う

い
る
が
、
中
に
は
時
間
が
な
い
会
」
は
〈提
言
〉
介
』
の
わ
せ
で
、
が
、
M

無
党
派
d

の
都
会
女
性
が
国
政
選
挙
に
行
っ
て
い
る
。

聞
い
に
対
し
で
は
炉
市
民
の
声

と
党
の
パ
ン
フ
霊
り
つ
り
で
国
底
撃
で
の
女
性
の
重
行
の
意
識
が
よ
く
出
て
い
る
。

し
か
し
、
支
持
政
売
を
聞
く
と
に
芝
陣
暴
害
額
的

来
た
と
こ
ろ
も
あ
る
二
」
の
中
動
に
闘
す
る
ア
、dJ1ト
を
実
国
政
選
挙
に
「
必
ず
合
く
」

七
五
砂
が
ま
し
」

C

結
局
、
ビ
ジ
ョ
ン
(
一
八
物
)
受
給

で
、
さ
き
が
け
は
、
今
態
喜
和
レ
た
。
本
年
五
月
、
会
の
メ
人
は
四
三
街
。
二
十
代
(
こ

こ
れ
は
あ
草
ち
に
も
政
党
や
国
を
守
る
こ
と
(
九
色
、
現
実

事

者
作
り
震

票

前
に
各
は
H

日
本
盗
品
会
社
M

の

重

同

会

は
こ
の

〈提
言
〉
を
白
を
持
ち
意
見
を
聞
き
た
い
と
ン
パ
l
の
知
人
、
友
人
量
じ
七
ち
と
=
干
代
(
三

oe
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
よ
う
的
な
バ
ラ
ン
ス
警
先
物
)

政
党
に
送
っ
た
。
こ
の
五
百
の
提
で
な
く
、
世
磁
の
場
、
家
庭
の
民
、
さ
一
き
が
け
、
延
耳
、
新
進
、
言
っ
て
お
り
、
同
グ
ル
ー
プ
も
て
八
百
通
配
布
、
七
百
二
十
四
で
少
し
低
い
だ
け
で
、
あ
と
の
で
、
国
会
は
「
政
治
家
の
権
力

⑤
弱
者
に
対
す
る
配
慮

票
在
産
の
意
思
を
集
約
あ
り
方
を
妻
、

一
人
一
人
が
共
産
、
平
和
・
市
民
の
各
党
に

積
極
的
な
姿
勢
を
評
価
し
て
い
要
回
収
し
た
お
。
結
果
と
也
代
は
ほ
ぼ
五
割
が
「
学
長
闘
争
の
一
場
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

(八
診
、
清
潔
さ
(
八
物
)
だ
っ

し
て
い
る
と
は
z

事
え
な
い
だ
ろ
よ
り
健
康
で
平
等
に
生
き
る
社

棒
付
し
た
が
、
十

五

日

の

締

め

る

。

し

て

回

苔

者

が

都

市

生

活

の

高

票

に

{タ
¥
」
。
「
ほ
と
ん
ど
戸汀
く
」
宇
持
っ
て
い
る
人
が
五
一
品
川
。

た
o

品

、
自
分
た
ち
で
脅
え
た
政
事
作
る
こ
と
、
と
い
う
。

一

議
3

3

3

3

3

5

3

5

2

2
持議
2

2

2

3

1

F
語
襲
警
義
援智
著
書
3
4
d謀
議
選
襲
警
繁
華
護
署
建
主
主
義
語
襲
撃
認
争

3

4
書
堺
害
容

6
d
v
i
議

3

2し
き

て

く

れ

貝

請

な

明

f一
明

引

剖

引

訓

叫

刊

割

引

訓

剤

一剤

、

ぞ

き

た

。
住

民

宣

言

一
喝
す
る

i治
家
は
一

る
政
党
や
録
署

に
一
岡県
を
授

整
育
で
は

/主

4
叫

学

校

一

川

山

川
川
川
川
川
山
山
山
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
山
川
引
比
山
川
川
山
川

聞
は
定
ぴ
た
収
と

'
家
族
は
い
人
も
お
苧
ん
か
っ
た
。
情
り
な

ず
る
と
い
、
一品
き
は
、
こ
れ
か
を
向
由
選
摂
に
し
、

一
学

級

の

一

阪

神

大

要

か

ら

半

年

。

町

淡

路

大

震

災

担

興

対

態

責

の

て

い

る

o

る
は
で
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
い
こ
っ
ち
ゃ
o
検
討
し
ま
す
。

ら
大
い
に
増
え
る
だ
る
つ
o

定
員
は
二
十
五
人
に
す
る
o
労

一

も

家

庭

記

さ

れ

、
仕
事
も
収
一
番
ケ
震
歪
己
ん
に
面
会
。
コ
朝
起
き
て
、食
事
を
も
ら
っ
考
え
る
毒
望
的
ゃ
。
自
分
が
努
力
し
ま
す
ば
か
り
で
、
シ
ロ

同
会
の
会
事
の
大
要
は
、

働
で
は
均
等
法
の
按
本

的

政

一

入

の

め

ど

も

な

い
ま
ま
、
抗
日
幅
五
十
二
カ
所
の
避
難
所
に
い
る
て
妻
、
寧
華
も
も
ら
っ
て
椴
牲
に
な
っ
て
、
生
命
保
険
を
ウ
ト
の
ワ
シ
ら
の
言
う
こ
と
に

ま
ず
〈
時
代
認
餓
〉
と
レ
て
、
正
o
賃
金
、
税
制
、
社

蚕

鐸

障

す

る

智
子
も
ぼ
く
、
自
殺
す
る
で
と
も
や
老
人
た
ち
の
叫
び
、
禽
へ
る
。
そ
れ
で
一
日
が
終
り
も
号
フ
レ
か
お
ま
へ
ん
か
な
」。
誰
も
反
論
で
き
ん
か
っ
た
o
そ

日
本
は
ひ
た
す
民
顛
か
さ
#
衰
の
世
情
単
位
の
考
え
方
を
個
人

人
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
厳
今
の
思
い
#
普
い
た
短
冊、

途
や
。
何
も
す
る
こ
と
の
な
い

一

応
涯
に
忽
っ
て
自
殺
者
が
七
宝
闘
か
民
ず
る
と
ワ
シ
ら
の
勝

め
、
そ
の
中
で
広
性
の

M
M型
H

単
位
に
o寓
齢
社
会
対
策
で
は
、

し
い
状
訴
を
訴
え
よ

2」、
先
中
で
応
援
者
が
笛
い
て
く
れ
た
日
は
長
い
で
え
」
と
一
己
つ
金
回
人
、
行
進
を
し
て
い
る
聞
に
も
ち
一
や
が
、
む
な
し
い
、
悲
し
い

の
一
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
宇
是
認
、

現
涯
の
中
塗
南
な
歪
宅
ケ
ア

月
十
八
白
に
兵
座
県
庁
前
を
回
短
冊
約
二
千
五
百
事
完
け
ず
に
笠
室
生
え
。
金
田
さ
ん
は
一

A
が
自
殺
し
た
。
明
日
の
見
勝
利
や
」
「
な
ん
で
ワ
シ
ら
が

利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
い
ま
、
で
は
行
き
詰
ま
る
。
高
齢
者
の

発
し
、
国
会
を
目
指
し
て
行
進
手
渡
し
た
。
震
災
前
は
長
国
区
で
ケ
ミ
カ
ル
え
な
い
避
難
所
容
ら
し
の
中
写
」
ま
刊
を
な
あ
か
ん
の
や
。

乙
の
政
策
は
完
全
に
行
き
詰
介
護
は
社
会
の
も
の
に
。
特
別

し
て
き
た
神
芦
の
被
災
者
ろ
の
行
進
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
兵

シ

子
i
ズ
工
場
を
経
嘗
し
て
い
で
、
入
閣
と
し
て
の
誇
り
も
失
勝
っ
て
も
婚
し
宗
な
い
ョ
。
閉

ま
っ
て
い
る
、
と
み
る
。
そ
し

養
護
老
人
ホ
l
ム

を

充

実

さ

グ

ル

ー

プ

「そ
し
て
東
京
汗
進
庫
県
内
の
被
災
者
で
つ
く
る
阪
た
。
「
仕
事
を
探
そ
う
い
う
た
わ
れ
そ
う
に
な
る
o
跨
り
と
一
希
口
か
ち
仕
事
を
符
U
て
、
一
生

て
、
〈
害
政
治
の
輩
理
念
〉
せ
、
低

家

賃

去

葺

齢

者

住

団

」

が

昔

、
宝
京
人
り
を
し
押
淡
路
復
興
住
民
通
慾
議
の
か
て
働
く
と
こ
る
が
な
い
o
私
罪
痔
つ
た
め
に
始
め
た
{
基
懸
命
働
い
て
、
自
分
の
一生
事
乞

宅

宇

活

設

大

迂

る

、

な

と

。

ま

た

。

周

日

は

有

楽

町

、
銀
座
、
有
志
十
名
で
、
巨
や
工
場
、
職
ら
よ
り
若
い
も
ん
で
も
な
い
ん
だ
っ
た
の
だ
が

。
。

立
て
直
き
ね
ば
い
か
ん
の
ョ。

た
、
地
球
震
の
保
書

た

め

神

田

幸

で

ア

ピ

ー
ル
霞
害
警
失
っ
た
四
十
代
、
五
十
代
や
。
生
命
保
険
の
掛
け
金
の
支
通
過
す
る
土
地
の
市
民
グ
そ
れ
を
一考
え
る
と
、
む
な
し
さ

に
は
、
熊
原
則
な
ρ
規
制
緩
和
み
し
、
夜
は
市
民
愛
吉
を
開
い
た
。
(
中
に
十
代
と
二
十
代
の
女
性
払
い
猶
予
も
今
月
の
末
に
終
ル
l
プ
、
妻
聞
い
て
応
慌
に
ん
悪
し
さ
が
つ
の
る
日
だ
っ

は

危

険

で

あ

る

。

外

圧

に

め

げ

十

日

は

各

省

庁

参
院
選
ヘ
向
け
提
言

政
策
を
提
二
一
目
す
る
女
性
の
会

仁木曜日 〉

感
覚
の
変
説
、
公
約
ど
こ
へ

や
ら
と
い
う
状
況
の
も
と
、

ν無
曲
線
ρ

が
激
増
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
ん
な
中、

政
党
を

支
持
レ
頼
り
切
り
に
す
る
の
で

は
な
く
、自
分
た
ち
の
ま
入
政

策
以
を
作
り
、
そ
れ
軒
鼓
党
に

突
き
つ
け
た
方
一
定
阜
い
の
で
は

な
い
か
。
女
性
た
ち
の
中
で
、

研
究
会
や
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

政
策
軒
勉
強
す
る
動
き
が
出
て

き
て
い
る。

そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
、

「政
策
を
提
言
す
る
女
性
の

会
」
(
連
絡
世
話
人

・
田
中
呂

美
子
「
わ
い
ふ
」
「
フ
ァ
ム
・

ポ
リ
テ
ィ
γ

ク
」
編
集
長
、
メ

ン
バ
ー
三平
人
)は
、
六
月
〈
握

市民グループと合流、関係省庁に請願
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先
着
百
人
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

人
権
高
め
る
運
動
を

治
へ
の
活
動
帯
短
め
た
ス
1
・

チ
ー
さ
ん
が
多
く
の
国
民
に
熱

狂
的
に
迎
え
ら
れ
、
支
一
持
さ
れ

る
と
と
に
軍
事
政
権
が
不
安
を

抱
い
た
だ
け
な
の
だ
る

向
瞳
草
さ
れ
て
も
彼
女
#
支
持

す
る
画
は
多
く
、
S
L
O
Re

は
、
ス
l

チ
ー
さ
ん
の
拘
禁

#
続
け
る
た
め
、
裁
判
な
し
で

拘
禁
で
き
る
期
間
を
三
年
か
ら

五
年
に
法
改
定
ま
で
し
た
。

五
年
の
拘
整
期
隈
が
こ
の
七

月
に
切
れ
る
が
、
消
面
相
通
の
多

く
は
、
「
ま
た
何
か
の
理
由
を

つ
け
て
、
拘
神
仏
期
限
を
延
長
す

る
に
違
い
な
い
」
だ
っ
た
。
そ

れ
だ
貯
に
今
回
の
H

解
除
Y

は

嵐
外
な
感
じ
で
、
喜
び
の
型
に

あ
る
も
の
、

S
L
O
R
C
か
経

済
援
助
を
受
け
る
た
め
の
政
略

か
、
ス
l
・
チ
ム
己
ん
を
表
に

出
し
で
も
揺
る
が
ぬ
政
一橋
づ
く

り
が
出
来
た
か
・

い
ろ
い
ろ

な
憶
測
が
さ
れ
て
い
る
。

良
心
の
囚
人

(非
暴
力
で
、

ハ
シ
キ
リ
し
「
謹
由
も
な
く
、

裁
判
も
受
け
ら
れ
ず
に
囚
わ
れ

続
け
て
い
る
人
主
宇
)
だ
っ

た
ス
l
・
チ
上
己
ん
の
無
条
件

即
時
解
放
を
求
め
で
一
運
動
#
続

け
て
き
た
国
際
人
権
擁
摂
団
体

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
が
会
見

八
九
年
七
月
二
十
日
か
ら
始

ま
っ
た
。

思
翠
由
は
「
国
家
の
治
安

春
託
じ
た
」
こ
と
。
だ
が
本
当

の
理
面
は
、国
民
民
主
連
盟
汽
N

L
D
)
宇
結
成
し
、
民
乍
商
政

十
日
、
ビ
ル
マ

(
ミ
ャ
ン

マ
ー
)
の
民
主
化
運
動
の
指
導

者
て
、
九

一
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
の
ア
ウ
ン
サ
ン
・

ス
l
・
チ
ー
さ
ん
の
自
宅
拘
禁

が
解
か
れ
た。

ス
1
・
チ
ー
さ
ん
の
拘
禁

は
、
軍
事
政
権
の
国
家
志
秩
序

回
復
評
堅
E
(
S
L
O
R
e
)

が
政
権
#
取
っ
た
翌
年
、
一九

(車3種郵恒物舵可)第 1103号

「解
置
に
曹
九
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
」
と
居
る
広
瀬
古
λ

ピルマ白人権状況を悟る樫本さ九 (左)、アキノさ九

第 1103号

ジ
エ
ン
ダ
!
と
女
性
政
策

みんなのペ ジです。言いたいことや、知らせたレ

ことがあったら、ど九どん投稿して下さい。

l電話 03(3343)1846
FAX 03(3348)1890 

(摺3岨郵fi!!物認可)

編集部

3理E一.:::1. ーー

シ
ョ
ナ
ル
(
本
部
ロ
ン
ド
ン
)
、
ん
と
士
ハ
、
七
年
前
か
ら
家
族
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
l
デ
ィ
ネ
!

日
本
支
部
(
イ
l
デ
ス

・
ハ
ン
ぐ
る
み
の
焚
際
を
し
て
い
る
と
タ
ー
の
エ
ド
ナ
・
ア
キ
ノ
さ
ん

ソ
ン
支
部
長
)
は
、
十

一
目
、
い
-
一
之
且
人
の
広
瀬
洋
子
(
ア
ウ

ち
出
席
。
ア
キ
ノ
『
ら
ん
は
以
前

墓
R
・
西
早
稲
田
の
裏
所
で
ン
サ
ン

・
ス
l
チ
I
C自
由
を
ビ
ル
マ
の
良
心
の
囚
人
解
波

記
者
会
見
交
付
っ
た
。
求
め
る
国
際
女
性
不
ッ
ト
ワ
I
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
宇
菌
際
的
に
展

樫
本
慈
弘
日
本
支
部
事
務
局
ク
)
さ
ん
も
出
席
。
「
昨
夜
は
閲
し
た
当
事
者
で
も
号
包
。

長
は
「
解
放
は
歓
迎
す
る
o
し
う
れ
し
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
。
「
今
年
の
三
月
、
軍
事
政
権

か
し
、
ス
I
・
チ
ー
さ
ん
の
今
ま
だ
、
本
人
と
は
連
絡
が
取
れ
の
幹
部
が
、
た
と
え
ス
1
・

後
が
ど
う
扱
わ
れ
る
の
か
、
ま
て
い
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
チ
l
を
解
加
レ
て
も
、
彼
女
が

た
依
女
以
外
に
も
多
く
の
良
心

「拘
禁
が
解
け
た
こ
と
と
よ
」
現
符
法
に
ふ
れ
、
秩
序
を
乱
す

の
囚
人
が
い
る
。
乙
れ
か
ら
も
れ
か
自
由
に
政
治
活
動
が
出
活
動
#
す
れ
ば
即
需
す
る一
、

ビ
ル
マ
の
人
権
状
況
が
ど
う
進
来
る
と
い
う
一
こ
と
と
は
根
本
的

と
言
っ
て
い
た
の
で
単
純
に
畠

む
の
か
見
守
る
と
開
時
に
、
人
に
準
つ
。
ぬ
か
曹
ひ
す
る
こ
と
ん
で
ば
か
り
い
A
粍
な
い
」
と

権
を
高
め
る
刷
出
動
を
続
け
て
い
な
く
、
今
後
も
見
守
り
、
支
凌
言
い
、
現
在
、
ビ
ル
マ
に
は
百

く」

と
い
う
ハ
ン
ソ
ン
支
部
長
し
て
い
く
つ
も
り
」
と
。
人
審
越
「え
る
政
治
囚
が
い
る
。

の
コ
メ
ン
ト
を
伝
え
た
5

ち
ょ
う
ど
来
但
し
て
い
た
ア
そ
の
中
の
二
十
人
は
元
国
会
議

会
見
に
は
、
ス
l
・
チ
ー
さ
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
国
際
事
務
局
員
、
四
十
人
は
良
心
の
囚
人
。

今
わ
表
現
の
自
由
、
政
治
・
結
暫
え
る
つ
も
見
勾
日
本
は
、

社
。
自
由
は
な
い
。
こ
れ
が
民
人
一
棉
侵
害
を
す
る
ビ
ル
マ
に
対

主
義
に
雪
い
た
と
言
え
る
し
て
O
D
Aの
援

助

義

宇

か
。
ス
l
・
チ
l
『
え
を
解
放
華
経
済
制
裁
を
し
て
き
た
。

し
た
こ
と
で
、
塁
+
主
義
に
近
そ
の
盗
勢
室
望
ず
、
さ
ら
に

づ
い
た
と
、
経
済
害
復
の
動
き
軍
事
政
権
の
や
り
方
孟
請
す

を
見
せ
る
政
府
が
世
界
の
中
に
べ
き
、
多
¥
り
丞
し
述
べ
た
c

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
援
助
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
引
き
続

は
ピ
ル
マ
の
本
当
の
毎
を
見
掛
さ
ビ
ル
マ
の
良
心
の
囚
人
で
あ

め
て
か
民
屈
め
る
べ
き
だ
。
罪
る
マ

・
テ
ィ
ダ
さ
ん
(
外
科

な
き
一
万
人
を
越
え
る
人
々
が
医
)、
キ
ン

・
げノゥ

・
ウ
ィ
ン

軍
事
冊
目権
に
よ
っ
て
強
制
労
働
さ
ん
(
歯
科
医
)
の
解
放
を
求

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
も
あ
め
、
明
哲
名
通
筋
を
展
開
し
て
い

る
、
と
ピ
ル
マ
の
現
芯
忽
椙
介
る
。
運
動
に
参
加
し
て
欲
じ
い

し
、
「
人
権
侵
害
を
受
臼
て
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

る
多
く
は
玄
性
で
あ
色
。
そ
れ
詐
レ
く
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
r

主
京
の
世
界
女
性
会
議
で
も
日
杢
文
部
官
mw
・

3

Q(υ・

l
p
d
/
F
A
X
M
ω
A
E
 

-

-

「
世
界
女
性
会
議
」
で
も
ア
ピ
ー
ル

〆
d
Fdr4
4
2
Z8
2qzpノ
//4喜
多

232y〆〆ノ
ノノ〆ヲ

/494826hy〆
dp〆〆
4029za辛
苦

8
20zpノノ〆
JdouzovZ40タヲ〆
dzy/ez多少ノノノ
44シ
494主
多
主
喜
多
。
，

dom

-
1
J
1
1
1
1
14

1
ー
J

六
千
二
百
人
ι

し
、
婚
姻
に
よ
る
殺
人
の
真
弓
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
品
H

マ
ヌ

』
わ

一
一

、
司
川
ー
「

『
『

|

」

ダ

ウ

リ

l
は
一
九
六

一
年
に
#
足
早
め
る
グ
ル
ー
プ
、
女
性
自
シ
N

な
ど
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち

!=記
f
=
2
1
=ワ
一

Z
R票

、
実
際
に
豊
富
に
よ
る
と
、
裁
判
に
持
は
、
ダ
ウ
リ

lZ婚
の
ボ

、

サ
|
|「

I
H-
-
Fl
し
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
ち
込
む
だ
け
で
十
年
も
か
か
る
イ
コ

ッ
ト
と
、
そ
の
さ
毒
結

よ
る
女
性
の
死
者
は
二
倍
と
よ
、
親
族
に
よ
る
女
性
の
替
〈
と
い
う
。

婚
式
へ
の
出
事
百
官
冨
季

な
っ
た
o
九
四
年
、
持
拳
金
が
事
件
は
、
響
祭
も
め
っ
た
に
告
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
は
、
女
性
る
辛
つ
呼
び
か
け
て
い
る
。

少
な
い
と
い
っ
て
、
夫
や
姻
戚

発

し

な

い

。

の

た

め

の

シ

ェ
ル
タ
ー
が
す
で

(
o
f
f

o
u
r

に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
女
性
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
を
支
援
に
百
五
十
カ
所
作
ち
れ
て
い

k
S

A
P
R町
田
)

む10
4t年
警昆 で

許倍

ト

υ
a
M
ハU

ダ
ウ
リ
ー
に
よ
る
女
性
の
死
者
倍
増

イ
ン
ド

か

な

が

わ

女

性

ジ
ャ
ー
ナ
ル
日
ロ
寺

.を
，

F

二

性
う
一

心
気
ず
つ

族

送
-

民ヘ
一

住
ム
尽
二

先
北

メンチュウ基金日本委員会

E&Eの東芝

たった28分で
きれいに洗L、上げます二
「反転竜巻水流」と「倍速シャワーすすぎ」が実現。

しかも洗浄力が約30%ア ップ二(強力コースの場合)

わずか92し
お風呂の浴槽のほぼ半分で洗えます。?
「新構造節水槽」と「倍速シャワーすすぎ」て。ムダ水を

おさえて、経済的にお洗j室。

全自動洗濯機AW-60X7(容量6，Okg)本体標準価格97，000円(税制

I，u-'二二一〆 ν亭ーホワイト 判ヱク守 ，ク . C .17イドトヘー〆ふ 樋{ホ ス含ι らÓ " '!，汁 601 :0: . 包 92わ~~
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⑧
山

で問一一一一一一一一一

快速滋 tl

TOSHIBA 
時間約半分・1}<約半分で、

すっきりきれいに淡えます二

一一叫

東東電力

上げると

⑥エアフィルターの
お帰隙はこまめに。

エアフィJレ膏ーは2週間に1固程度

はお婦除を白お掃除しないと18

8-10時間運転した場合，2週間で

鳳量が約5%低下しまま

ωo一

部屋に入る舶の20-30%は窓

から。そこでカーテンやブライン

ドで惑から入る勲を遮断すると、

冷房効率がずンとアップします。

也

⑥カーテンで
冷房刻事アップ。

農を2

円
クです。

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.
j《 靭省エネマネーを問山みませんかヲロ 田中に純白僻を入れ択ださい'.

計算式

:口U向調四 カ 1聞綱嶋田 省工事....of-DI 11_醐輔 ・
1 E五:\Ð x 巨亘~ x 30日 x20% x 23，85円 x1.03 = 1，081円"1. 000円:. ・.............................................................・
譲歩後.電灯112段階斜金単価"w時あたり23.85円て肘3・
実聞の潤費電力，. エアコノのタイプや使用する地緩 慢開条件~とによって変わります

000 
エアコンの設定

， 
トお

絢
カ‘

か月で

代

⑥限定温度は鐙えめに。

冷房温度を2'C高めに位定すると.

約20%も省エネルギーになります。

例えば1日9時間、消費電力0.8刷

のエアコンをつ吋ていた場合，1，伊

丹で約1.000円もの節約になりまホ

JJaclJ 

唱

やさしさを大切にしま主東芝 I 



の
代
表
・
星
功
一
。
星
は
三
十

四
壊
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
全
員

戦
舎
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
。

し
か
し
星
は
つ
劇
団
宏
貢
が

ゲ
ン
に
共
感
し
、
生
き
る
姿
勢

を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨

・

さ
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
ゲ
ン
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ひ
と
り
で
も
多

く
の
若
い
世
代
に
伝
、
え
た
い
」

と
い
う
。
脚
本
を
三
回
も
書
き

な
お
し
、
よ
う
や
く
中
侭
さ
ん

か
ら
O
K
を
も
ら
っ
た
と
い

-つ。

る
O

七
月
二
十
三
日
間
か
h

らhりJ

三
三
ま
た
、
ゲ
ン
や
ゲ
ン
の
姉
、

十
日
問
ま
で
、
東
京

.
士
羅
寺
弟
な
ど
を
公
向
募
持
で
オ
l
デ
てイ

の
前
進
座
劇
場
で
公
演
さ
れ
る
シ
ヨ
ン
し
た
と
こ
ろ
六
百
人
も

演
劇
フ
ア
ク
ト
リ
l
星
組

.
特
が
応
募
。
ゲ
ン
役
に
、
埼
玉
県

別
公
演
「
は
だ
し
の
ゲ
ン

.中
の
高
校
二
年
生

.
高
橋
さ
さ
↑
や
香

沢
啓
白
自
伝
1
母
の
愉
ゴ
コ
ン
ド
ラ
さ
ん
、
弟
の
進
次
に
小
学
四
年

の
唄
が
聞
乙
、ええ
る
i
」
匂
。
生
の
川
辺
大
介
君
が
合
格
し
た

脚
本
を
書
き
潰
出
を
し
、
ゲ
ほ
か
、
小
単
生
か
ら
岳
手
歳
ま

ン
の
父
親
役
も
や
る
の
は
劇
団
で
三
十
七
〈
が
残
り
、
練
習
に

励
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
と

劇
団
員
は
六
月
の
あ
る
日
、
中

沢
さ
ん
か
ら
二
時
間
に
わ
た
っ

て
休
験
談
を
き
い
た
。
そ
の
日

か
ら
け
い
こ
に
は
げ
む
劇
団
員

の
自
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
。

高
橋
さ
ん
は
、
演
劇
は
全
く

は
じ
め
て
。
「
ゲ
ン
な
ら
ぜ
ひ

や
っ
て
み
た
い
」
と
親
に
内
緒

で
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
合

格
し
た
。
連
日
学
校
か
ら
け
い

こ
場
に
か
け
つ
け
猛
練
習
を
こ

な
し
て
い
る
。

(
物
語
)

広
島
に
原
爆
が
落
さ
れ
た

時
、
爆
心
地
か
ら
わ
ず
か
一

J

の
地
点
で
奇
跡
的
に
助
か
っ
た

六
歳
の
少
年
が
い
た
。
父
、
姉
、

弟
は
死
に
、
母
と
、
疎
開
し
て

い
た
兄
だ
け
が
助
か
っ
た
。
マ

ン
ガ
が
大
好
き
な
少
年
は
中
学

率
第
便
、
看
板
屋
の
徒
弟
で
修

業
、
念
願
の
マ
ン
ガ
家
に
|
|。

そ
こ
へ
突
然
母
の
死
。
母
の

身
体
は
放
射
能
に
蝕
ま
れ
て
い

た
。
か
れ
は
「
八
月
六
日
」
に

真
正
面
か
ら
向
い
、
自
久
手
」
モ

楽

し

く

上

手

に

使

い

こ

な

せ

し

ま

す

。

じ

5
、
〈
ス
パ
イ
ス
〉
ブ
ラ
Y

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〈

イ

7
ン
の
オ
レ
ガ
ノ
風

ク
ペ
パ

l
:・
小
さ
じ
凶
、

で
も
、
料
理
に
よ
っ
て
は
、
味
焼
き
〉

ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
:
・
小

生
の
ス
パ
イ
ス
を
多
く
加
え

【
材
料
〕

(4
人

分

)

さ

じ

M

件
、
ォ
レ
ガ
ノ
(
ホ
ウ

る
と
青
臭
く
感
じ
る
の
で
、
イ
ワ
シ
:
・
8
尾
、
塩
;
・
小
ル
)

・
大
さ
じ
l
、
ロ
ー
ズ

乾
撫
し
た
も
の
の
方
が
効
果
さ
じ
弘
、
パ
ン
粉

(
や
や
細

マ

リ

l
(ホ
ウ
ル
)
・
:
小
さ

的
で
失
敗
が
あ
り
ま
せ
ん
。

か
い
も
の
)
・:
大
さ
じ
l
、
じ
は
位
、
パ
セ
リ
(
ホ
ウ
ル
)

分
で
栽
培
し
て
い
る
人
も
多
今
回
は
、
ハ
1
ブ
系
ス
パ
イ
白
ワ
イ
ン
ビ
ネ
ガ
l
:
・大
さ

:・
大
さ
じ
l

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
ス
の
簡
単
な
使
い
方
を
紹
介
じ
2
、
オ
リ
ー
ブ
油
:・
大
さ
【
作
り
方
〕

岡
附
醐
酬
川
棚
欄

料
理
に
は
生
よ
り
乾
燥
を
口

敗
戦
五
十
年
・
被
爆
五
十
年
の
こ
と
し
。
映
画
や
演
劇

で
戦
争
に
こ
だ
わ
っ
た
力
作
が
目
立
っ
て
い
る
。
ヒ
ロ
シ

マ
|
車
爆
疹
播
い
た
舞
台
の
重
一
一
つ
1

0

〈木曜日〉

核廃絶のメッセージ伝えたい

高橋さや香

幻
日
か
ら
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
が
舞
台
化

習
ま
で
吉
祥
寺
・
前
進
座
劇
場
で

オ995年ア月 2 0日

中
沢
賢
思
自
身
の
被
爆
体

験
を
モ
デ
ル
に
し
た
ま
ん
が

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
が
若
手
の

劇
団
に
よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ

;I1t -・・・・・.:1 -田・圃-
z-duadE 

砂176‘

(第3種郵便物院可)

最
近
、
イ
タ
リ
ア
料
理
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
料
理
を
紹
介

し
た
本
が
、
た
く
さ
ん
出

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
料
理

の
特
徴
は
、
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

特
に
ハ
l
ブ
系
ス
パ
イ
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
ハ
l
ブ
系

は
手
軽
に
使
え
る
の
で
、
自

中;尺啓治さんと「はだしのゲンJに出演する子どもたちは愚影・三枝近志)
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「属医き⑩まシ:qj司 XJ
三部作二つを一挙上演

トマトソテーを添えて召し上がれ 11

①
イ
ワ
シ
は
q
設
に
お
ろ

し
、
水
気
を
ふ
き
取
っ
て、

塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
1
で
下

味
を
つ
け
る
。

宮
小
ウ
ル
に
パ
ン
粉
を
入

れ
、
手
で
も
み
な
が
ら
や
や

細
か
く
し
、
ォ
レ
ガ
ノ
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
1
、
パ
セ
リ
、
ガ
ー

リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
を
加
え
よ

く
混
ぜ
る
。

③
耐
熱
皿
に
オ
リ
ー
ブ
油

「
広
島
の
女
よ
演
委
員
会
」

は
被
爆
五
十
年
特
別
企
画
と
し

て
『
原
爆
ド
l
ム
・
ヤ
ン
・
レ

ツ
ル
三
部
作
』
と
『
女
の
ひ
と

り
芝
居
三
部
作
』
を
七
月
二
十

六
日
か
ろ
三
十
日
ま
で
、
新
宿

シ
ア
タ
ー
・
サ
ン
モ
l
ル
で
一

挙
上
演
す
る
。

広
島
に
育
ち
、
ヒ
ロ
シ
マ
に

こ
だ
わ
り
つ
づ
目
る
村
井
志
摩

子
さ
ん
の
作
・
演
出
で
、
一
九

八
四
年
か
ら
日
本
、
海
外
で
よ

演
し
て
き
た
「
広
島
の
女
シ

リ
ー
ズ
」
九
本
の

2
つ
の
三
部

作
二
つ
。

『
原
爆
ド
l
ム
:
・
』
は
原
爆

ド
l
ム
(
産
業
奨
励
館
)
の
設

計
者

・
チ
ェ
コ
人
ヤ
ン
・
レ
ツ

ル
(
I
R災
vo-
-
9
2
5
)

の
生
涯
キ
有
井
さ
ん
が
、
自
ら

そ
の
足
跡
を
調
査
し
、
脅
さ
下

棟名由梨宝生あやこ

% 

高城美輝

1 

を
塗
り
、
の
あ
イ
ワ
シ
を
皮

が
王
に
し
て
並
べ
、
②
が
王

か
ら
ふ
ん
わ
り
か
け
、
残
り

の
オ
リ
ー
ブ
油
彩
}
全
体
に
か

け
て
2
つ
6
℃
の
オ
ー
プ
ン

で
と
ん
が
り
焼
き
あ
げ
る
。

④
焼
き
上
が
っ
た
ら
耐
熱

血
を
取
り
出
し
、
レ
ン
ジ
の

直
火
に
か
け
、
ワ
イ
ン
ビ
ネ

ガ
l
を
会
葎
に
か
け
て
酸
味

を
飛
ば
し
、
焼
き
汁
も
か
け

て
、
盛
的
荷
け
ま
す
。

〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イス〉イ
ワ
シ
の
魚
臭
さ
を
取
る

に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー
よ

り
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

i
の
方
が

効
果
的
。
ォ
レ
ガ
ノ
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
な
ど
の
ハ
l
プ・

ス
パ
イ
ス
類
は
生
よ
り
も
乾

燥
し
た
も
の
が
香
り
が
高

く
、
料
理
の
で
き
上
が
わ
か
.

青
臭
く
あ
り
ま
せ
ん
。

(資
担
穣
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
引
科
学
研
窓
附
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

大原ますみ

ろ
し
た
力
作
。

レ
ツ
ル
自
身
は

登
場
せ
ず
、
レ
ツ
ル
を
め
ぐ
る

女
た
ち
が
レ
ツ
ル
を
語
る
。
今

回
は
、

N
H
Kの
テ
レ
ビ
小
説

「
春
よ
来
い
」
な
ど
で
い
い
味

を
見
せ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
・
宝

生
あ
や
こ
、
宮
山
演
す
る
。
ほ
か

に
高
城
美
輝
、
大
原
ま
す
み
、

榛
名
由
梨
、
栗
原
千
絵
子
。

『
女
の
ひ
と
り
芝
居
』
は
喜

寿
を
迎
え
る
被
爆
女
性
、
幼
児

被
爆
の
息
子
を
持
つ
中
年
の
被

爆
女
性
、
失
っ
た
記
憶
を
と
り

戻
そ
う
と
す
る
被
爆
二
世
に
よ

る
ひ
と
り
芝
居
。
出
演
は
そ
れ

ぞ
れ
宝
生
あ
や
こ
、
榛
名
由
梨
。

高
城
美
輝
(
大
原
ま
す
み
と
一

白
交
付
)。

上
演
は
、
シ
ア
タ
ー
・
サ
ン

モ
l
ル
(
地
・
丸
ノ
内
線
新
宿

御
苑
前
下
車

)o
m目
削
、
幻

日
附
同
時
、
お
日
幽
凶
時
加
分

と
一問
時
、
凶
日
出
、
羽
田
町
同

時
リ
ヤ
ン

・
レ
ツ
ル
三
部
作
。

羽
田
出
、
初
日
聞
は
時
加
分
U

女
の
ひ
と
り
芝
居
。
入
場
料

3
h
6
0円
(
当
日
・

4
n
o

o円
)
チ
ケ
y
ト
ぴ
あ
宮

m
・

5
つ
5
7
・Q
自
白
百
υ

問
合

せ
「
広
島
の
女
よ
事
歪
」

gm-

つd
円
/
当

u円
4

・1
1《
円

H
h
H
d

。

キ
リ
パ
ス
の

海
が
荒
れ
て
漁
に
出
ら
れ

な
く
な
る
と
島
全
体
が
緊
張

す
る
。
珊
瑚
礁
で
で
き
て
い

る
島
に
は
農
耕
に
適
し
た
土

が
な
い
。
魚
と
コ
コ
ナ
ツ
に

島
の
人
の
食
生
活
が
か
か
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

魚
が
な
い
と
貝
を
と
り
に

行
く
。
数
年
前
ま
で
員
掘
り

は
女
の
仕
事
だ
っ
た
。
大
き

め
の
ス
プ
ー
ン
で
十
日
ン
も
砂

を
掘
る
と
貝
は
い
く
ら
で
も

山
て
き
た
。
二
十
五
キ
ロ
の
米

袋
一
杯
で
五
ド
ル
で
売
れ
、
よ

い
収
入
源
だ
っ
た
。

と
乙
ろ
が
買
が
減
り
、
二

i
三
灯
潜
ち
な
い
と
大
き
い

の
が
な
く
な
っ
た
。
員
掘
り

は
男
の
仕
事
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

潮
が
ひ
い
て
い
る
時
、
カ

ヌ
ー
か
ら
潜
る
。
一
目
、
一
一

十
五
キ
ロ
の
米
袋
二
j
三
袋
と

る
。
水
中
メ
ガ
、
不
を
持
っ
て

い
な
い
漁
師
が
多
く
、
目
を

2 

痛
め
、
同
か
真
赤
に
な
っ
て

い
る
人
を
よ
く
見
る
。
道
端

に
袋
を
出
し
て
お
く
と
、
通

り
す
が
り
の
人
が
車
を
止
め

て
買
っ
七
〆
付
く
。
小
分
け
レ

て
く
れ
な
い
の
で
、
一
人
暮

ら
し
の
私
は
食
べ
き
る
の
に

勢
織がdra還をいBぽ

一
苦
労
す
る
。

貝
で
多
い
の
は
テ

・
ブ
ン

と
い
う
貝
で
、
赤
貝
の
一
種

と
思
う
。
島
民
は
と
れ
が
主

で
食
べ
る
。
殻
に
ナ
イ
フ
を

さ
し
こ
ん
で
こ
じ
あ
け
、
そ

の
ま
ま
食
べ
る
。
醤
油
を
か アカガイ

け
て
も
お
い
し
い
。

蒸
し
て
、
と
か
し
た
パ

タ
l
に
ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ

ガ
を
す
り
こ
み
、
醤
油
が
薮

滴
た
ち
し
た
中
に
つ
け
て
食

べ
る
と
最
高
r
・ワ
ケ
ギ
や
長

ね
ぎ
が
あ
れ
ば
な
あ
、
と

思
っ
た
り
す
る
。
ボ
ン
ゴ
l

レ
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
に
し
て

も
い
い
し
、
時
々
輸
入
で
入

る
リ
l
ク
と
い
う
太
い
長
ね

ぎ
の
よ
、
?
な
野
菜
と
炊
め
る

と
、
こ
れ
ま
た
イ
ケ
ル
/
-

町
で
は
、
こ
の
む
き
身
を

茄
で
て
、

二
十
個
ず
つ
く
ろ

い
を
コ
コ
ナ
ツ
の
実
と

一

し
ょ
に
し
、
ビ
ニ
ー
ル
で
く

る
ん
で
五
十
同
ン
で
売
っ
て
い

る
。
昼
ご
飯
と
し
て
食
べ
る

の
だ
。

近
ご
ろ
新
レ
く
お
目
見
得

し
た
の
が
、
テ
・
ブ
ン
の
串

刺
し
バ
ー
ベ
キ
ュー・。

ヤ
シ

の
葉
の
繊
維
に
二
十
個
ぐ
ら

い
を
串
刺
し
に
し
て
、
醤
油

で
味
つ
け
し
鉄
板
で
焼
い
た

も
の
O

令
本
三
十日
ン。

私
は

こ
れ
が
大
好
き
で
必
ず
十
本

く
ら
い
ぎ
と
め
て
買
、
っ
。

こ
の
テ

・
ア
ン
を
慎
製
に

し
て
安
つ
め
し
、
ビ
ー
ル
の

お
つ
ま
み
と
し
て
日
本
で
売

り
出
せ
ば
、
売
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
商
売
っ
気
を
出
し

て
い
る
の
だ
が
:
。

(
峰
岸

睦
子
)
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